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一般国道９号 鳥取西道路 

一般国道９号 鳥取西道路（Ⅱ期） 

一般国道９号 鳥取西道路（Ⅲ期）



 道路建設事業の事後評価項目調書 
 

事業名 一般国道９号 鳥取西
とっとりにし

道路 
事業 

区分 
一般国道 

事業 

主体 

国土交通省 

中国地方整備局 

起終点 
自：鳥取

とっとり

県鳥取
とっとり

市本
もと

高
だか

 

至：鳥取
とっとり

県鳥取
とっとり

市松
まつ

原
ばら

 
延長 

 

７．０km 

事業概要  

一般国道９号は、京都
きょうと

府京都
きょうと

市から山口
やまぐち

県下関
しものせき

市までを結ぶ延長約７７０ｋｍの主要幹線道路である。 

鳥取西
とっとりにし

道路は、鳥取
とっとり

県鳥取
とっとり

市本
もと

高
だか

と鳥取
とっとり

県鳥取
とっとり

市松
まつ

原
ばら

を結ぶ延長７．０ｋｍの自動車専用道路である。 

事業の目的・必要性  

一般国道９号は、鳥取県の東西方向を連絡する唯一の主要幹線道路であるが、朝夕をはじめ観光シーズンに深

刻な交通渋滞が発生しており、これらを解消・連携する道路の整備が急がれる。 

当該区間は山陰道のうち唯一の未事業化区間であり、既事業化区間が併用された場合、当該区間と平行する

現道の一般国道９号をはじめ、一般県道矢口鹿野線等の混雑が激化するおそれがある。 

このような状況を背景に鳥取西道路は、他の幹線道路と一体となって広域交通を分担し、交通混雑・障害の解消

や沿道環境の向上、救急医療水準の向上等を行うものである。また、鳥取県東部地域の産業振興や観光開発に

資するとともに、生活圏域の拡大など地域の活性化を図るものである。 

事業概要図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 

業 

の 

効 

果 

等 

事業期間 

 

事業化年度 H17年度 用地着手 H19年度 供用年 

(暫定/完成) 

(当初) H28年度/ － 変 

動 
1.3倍 

都市計画決定 H17年度 工事着手 H20年度 (実績)  R1年度/ － 

事業費 

 

計画時 

(暫定/完成) 

(名目値) － / 約210億円 実績 

(暫定/完成) 

(名目値)  約520億円 / － 変 

動 
2.5倍 

(実質値) － / 約223億円 (実質値)  約537億円 / － 

交通量 

(当該路線) 

計画時 

(暫定/完成) 

 

－ / 11,000台/日  

実績 

(暫定/完成) 

 

19,400台/日 / －  

変

動 
176％ 

旅行速度向上 

(供用前現道→当該路線) 

    41.9   →   69.7  km/h 

(供用直前年次) H22年度      (供用後年次) R3年度 

交通事故減少 

(供用前現道→供用後現道) 

    30.8  →  11.9  件/億台キロ 

  (供用直前年次) H21～24年度  (供用後年次) R1.5～R4年度 

費用対効果

分析結果 

（当初） 

B/C  EIRR  総費用    185億円 総便益          325億円 基準年  

1.7  － % 

事業費：    159億円 

維持管理費：     26億円 

更新費：      0億円 

走行時間短縮便益：   260億円 

走行経費減少便益：    39億円 

交通事故減少便益：    26億円 

H16年 

費用対効果

分析結果 

（事後） 

B/C  EIRR  総費用   8,185億円 総便益       18,012億円 基準年  

2.2 

(2.2) 

  9.0 % 

  (8.2 %) 

事業費：   7,256億円 

維持管理費：    818億円 

更新費：    111億円 

走行時間短縮便益： 14,615億円 

走行経費減少便益：  2,773億円 

交通事故減少便益：   623億円 R6年 

事業遅延による 

コスト増 

費用増加額  便益減少額  

－  億円 －  億円 

 事業遅延の理由  
道路法面のコンクリートの隙間発生により対策工の必要が生じたため、事業期間を見直した。 

交通量変動の理由  
計画時の将来交通量推計は整備あり時にⅠ期区間のみ開通したネットワークにて実施しており、Ⅱ期・Ⅲ

道の駅
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期開通が見込まれていなかったため、交通量に変動が生じたものと考えられる。 
客観的評価指標に対応する事後評価項目  

① 円滑なモビリティの確保 
・渋滞損失時間が削減した【削減時間：98.2千人・時間/年】 

② 物流効率化の支援 
・鳥取ICから境港へのアクセス性が向上した【鳥取IC～境港：134.2分⇒111.5分】 

③ 国土・地域ネットワークの構築 
・山陰道と並行する路線として位置づけられている 

④ 個性ある地域の形成 
・鳥取西道路の開通に合わせて「道の駅」西いなば気楽里が開駅した 

⑤ 安全で安心できるくらしの確保 
・三次医療施設へのアクセス性が向上した【青谷町青谷～県立中央病院：30.6分⇒29.1分】 

⑥ 災害への備え 
・鳥取県地域防災計画（令和５年度修正）で第１次緊急輸送道路に指定 

⑦ 地域環境の保全 
・CO2排出削減量が削減した【削減量：9.4千t/年、1,198.2千t/年⇒1,188.9千t/年】 

⑧ 生活環境の改善・保全 
・NOx排出量が削減した【削減量：34.3t/年、2,291.8t/年⇒2,257.6t/年】 

他2項目に該当 
その他評価すべきと判断した項目  
 特になし 

事
業
に
よ
る
環
境
変
化 

環境影響評価に対応する項目  

 環境影響評価実施要領（昭和59年閣議決定）に基づき、環境影響評価を実施。 

その他評価すべきと判断した項目  
 特になし 

事業を巡る社会経済情勢等の変化  
・鳥取市の人口は、平成17年から令和2年にかけて減少【H17：202千人→R2：188千人】 
・鳥取市の自動車保有台数は、平成17年から令和2年にかけて増加【H17：141千台→R2：149千台】 
・鳥取ICで連結する鳥取自動車道が平成25年3月に開通 
今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性  
 鳥取西道路は事業目的に見合った事業効果の発現が確認されており、今後の事後評価の必要はないと考える。 
 鳥取西道路の整備により、交通混雑の緩和、安全・安心の確保、地域観光振興など一定の効果が確認できること
から、改善措置の必要性はないと考える。なお、４車線整備については、今後の沿線周辺などの開発や交通状況
等を踏まえて検討する。 
 
計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性  
 同種事業の計画・調査にあたっては、沿線自治体の目指すべき姿（地域の取組）と整合させ、経済、観光等の関
係者から情報収集を行うなど道路整備による多面的な効果の把握に努める必要がある。 
 一体となって効果を発揮する道路ネットワークについてはそれらをまとめて評価することも重要と考える。また、
今後周辺道路整備が進みネットワークとしての効果も発揮することが期待されるため、引き続き社会経済指標やビ
ッグデータ等データの蓄積に努める。 
 

特記事項  
 特になし 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を社会的割引率(4%)を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 



 道路建設事業の事後評価項目調書 
 

事業名 一般国道９号 鳥取西
とっとりにし

道路（Ⅱ期） 
事業 

区分 
一般国道 

事業 

主体 

国土交通省 

中国地方整備局 

起終点 
自：鳥取

とっ と り

県鳥取
とっ と り

市松
まつ

原
ばら

 

至：鳥取
とっ と り

県鳥取
とっ と り

市気高町
けたかちょう

下坂本
しもさかもと

 
延長 

 

５．９km 

事業概要  

一般国道９号は、京都
きょうと

府京都
きょうと

市から山口
やまぐち

県下関
しものせき

市までを結ぶ延長約７７０ｋｍの主要幹線道路である。 

鳥取西
とっとりにし

道路（Ⅱ期）は､鳥取
とっとり

県鳥取
とっとり

市松
まつ

原
ばら

と鳥取
とっとり

県鳥取
とっとり

市気高町
けたかちょう

下坂本
しもさかもと

を結ぶ延長５．９ｋｍの自動車専用道路である｡ 

事業の目的・必要性  

一般国道９号は、鳥取県の東西方向を連絡する唯一の主要幹線道路であるが、朝夕をはじめ観光シーズンに深

刻な交通渋滞が発生しており、これらを解消・連携する道路の整備が急がれる。 

当該区間は山陰道のうち唯一の未事業化区間であり、既事業化区間が併用された場合、当該区間と平行する

現道の一般国道９号をはじめ、一般県道矢口鹿野線等の混雑が激化するおそれがある。 

このような状況を背景に鳥取西道路（Ⅱ期）は、他の幹線道路と一体となって広域交通を分担し、交通混雑・障害

の解消や沿道環境の向上、救急医療水準の向上等を行うものである。また、鳥取県東部地域の産業振興や観光

開発に資するとともに、生活圏域の拡大など地域の活性化を図るものである。 

事業概要図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 

業 

の 

効 

果 

等 

事業期間 

 

事業化年度 H19年度 用地着手 H20年度 供用年 

(暫定/完成) 

(当初) H28年度/ － 変 

動 
1.3倍 

都市計画決定 H17年度 工事着手 H22年度 (実績)  R1年度/ － 

事業費 

 

計画時 

(暫定/完成) 

(名目値) － / 約247億円 実績 

(暫定/完成) 

(名目値)  約405億円 / － 変 

動 
1.6倍 

(実質値) － / 約260億円 (実質値)  約417億円 / － 

交通量 

(当該路線) 

計画時 

(暫定/完成) 

 

－ / 18,200台/日  

実績 

(暫定/完成) 

 

21,200台/日 / －  

変

動 
116％ 

旅行速度向上 

(供用前現道→当該路線) 

    41.9   →   69.7  km/h 

(供用直前年次) H22年度      (供用後年次) R3年度 

交通事故減少 

(供用前現道→供用後現道) 

    30.8  →  11.9  件/億台キロ 

  (供用直前年次) H21～24年度  (供用後年次) R1.5～R4年度 

費用対効果

分析結果 

（当初） 

B/C  EIRR  総費用    222億円 総便益         488億円 基準年  

2.2   － % 

事業費：    198億円 

維持管理費：     24億円 

更新費：      0億円 

走行時間短縮便益：   413億円 

走行経費減少便益：    56億円 

交通事故減少便益：    19億円 

H18年 

費用対効果

分析結果 

（事後） 

B/C  EIRR  総費用   8,185億円 総便益       18,012億円 基準年  

2.2 

(2.9) 

 9.0 % 

(11.3 %) 

事業費：   7,256億円 

維持管理費：    818億円 

更新費：    111億円 

走行時間短縮便益： 14,615億円 

走行経費減少便益：  2,773億円 

交通事故減少便益：   623億円 R6年 
事業遅延による 

コスト増 

費用増加額  便益減少額  

－  億円 －  億円 

 事業遅延の理由  
トンネル工事で大量の湧水が発生するなど難航し、事業期間を見直した。 
 

道の駅

西いなば気楽里
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交通量変動の理由  
計画時の将来交通量推計は整備あり時にⅠ期・Ⅱ期区間のみ開通したネットワークにて実施しており、Ⅲ

期開通が見込まれていなかったため、交通量に変動が生じたものと考えられる。 
客観的評価指標に対応する事後評価項目  

① 円滑なモビリティの確保 
・渋滞損失時間が削減した【削減時間：66.3千人・時間/年】 

② 物流効率化の支援 
・鳥取ICから境港へのアクセス性が向上した【鳥取IC～境港：134.2分⇒111.5分】 

③ 国土・地域ネットワークの構築 
・山陰道と並行する路線として位置づけられている 

④ 個性ある地域の形成 
・鳥取西道路の開通に合わせて「道の駅」西いなば気楽里が開駅した 

⑤ 安全で安心できるくらしの確保 
・三次医療施設へのアクセス性が向上した【青谷町青谷～県立中央病院：30.6分⇒29.1分】 

⑥ 災害への備え 
・鳥取県地域防災計画（令和５年度修正）で第１次緊急輸送道路に指定 

⑦ 地域環境の保全 
・CO2排出削減量が削減した【削減量：10.7千t/年、1,199.6千t/年⇒1,188.9千t/年】 

⑧ 生活環境の改善・保全 
・NOx排出量が削減した【削減量：33.1t/年、2,290.7t/年⇒2,257.6t/年】 

他2項目に該当 
その他評価すべきと判断した項目  
 特になし 

事
業
に
よ
る
環
境
変
化 

環境影響評価に対応する項目  

 環境影響評価実施要領（昭和59年閣議決定）に基づき、環境影響評価を実施。 

その他評価すべきと判断した項目  
 特になし 

事業を巡る社会経済情勢等の変化  
・鳥取市の人口は、平成17年から令和2年にかけて減少【H17：202千人→R2：188千人】 
・鳥取市の自動車保有台数は、平成17年から令和2年にかけて増加【H17：141千台→R2：149千台】 
・鳥取ICで連結する鳥取自動車道が平成25年3月に開通 
今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性  
 鳥取西道路（Ⅱ期）は事業目的に見合った事業効果の発現が確認されており､今後の事後評価の必要はないと考える｡ 
 鳥取西道路（Ⅱ期）の整備により、交通混雑の緩和、安全・安心の確保、地域観光振興など一定の効果が確認でき
ることから、改善措置の必要性はないと考える。なお、４車線整備については、今後の沿線周辺などの開発や交通
状況等を踏まえて検討する。 
 
計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性  
 同種事業の計画・調査にあたっては、沿線自治体の目指すべき姿（地域の取組）と整合させ、経済、観光等の関
係者から情報収集を行うなど道路整備による多面的な効果の把握に努める必要がある。 
 一体となって効果を発揮する道路ネットワークについてはそれらをまとめて評価することも重要と考える。また、
今後周辺道路整備が進みネットワークとしての効果も発揮することが期待されるため、引き続き社会経済指標やビ
ッグデータ等データの蓄積に努める。 
 

特記事項  
 特になし 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を社会的割引率(4%)を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 



 道路建設事業の事後評価項目調書 
 

事業名 一般国道９号 鳥取西
とっとりにし

道路（Ⅲ期） 
事業 

区分 
一般国道 

事業 

主体 

国土交通省 

中国地方整備局 

起終点 
自：鳥取

とっ と り

県鳥取
とっ と り

市気高町
けたかちょう

下坂本
しもさかもと

 

至：鳥取
とっ と り

県鳥取
とっ と り

市青谷町
あおやちょう

青谷
あ お や

 
延長 

 

６．４km 

事業概要  

一般国道９号は、京都
きょうと

府京都
きょうと

市から山口
やまぐち

県下関
しものせき

市までを結ぶ延長約７７０ｋｍの主要幹線道路である。 

鳥取西
とっとりにし

道路（Ⅲ期）は、鳥取
とっ と り

県鳥取
とっ と り

市気高町
けたかちょう

下坂本
しもさかもと

と鳥取
とっ と り

県鳥取
とっ と り

市青谷町
あおやちょう

青谷
あ お や

を結ぶ延長６．４ｋｍの自動車専

用道路である。 

事業の目的・必要性  

一般国道９号は、鳥取県の東西方向を連絡する唯一の主要幹線道路であるが、朝夕をはじめ観光シーズンに深

刻な交通渋滞が発生しており、これらを解消・連携する道路の整備が急がれる。 

当該区間は山陰道のうち唯一の未事業化区間であり、既事業化区間が併用された場合、当該区間と平行する

現道の一般国道９号をはじめ、一般県道矢口鹿野線等の混雑が激化するおそれがある。 

このような状況を背景に鳥取西道路（Ⅲ期）は、他の幹線道路と一体となって広域交通を分担し、交通混雑・障害

の解消や沿道環境の向上、救急医療水準の向上等を行うものである。また、鳥取県東部地域の産業振興や観光

開発に資するとともに、生活圏域の拡大など地域の活性化を図るものである。 

事業概要図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 

業 

の 

効 

果 

等 

事業期間 

 

事業化年度 H20年度 用地着手 H23年度 供用年 

(暫定/完成) 

(当初) H28年度/ － 変 

動 
1.3倍 

都市計画決定 H17年度 工事着手 H23年度 (実績)  R1年度/ － 

事業費 

 

計画時 

(暫定/完成) 

(名目値)  － / 約248億円 実績 

(暫定/完成) 

(名目値)  約415億円 / － 変 

動 
1.7倍 

(実質値)  － / 約257億円 (実質値)  約428億円 / － 

交通量 

(当該路線) 

計画時 

(暫定/完成) 

 

－ / 25,200～25,700台/日 

実績 

(暫定/完成) 

 

18,000台/日 / －  

変

動 
70％ 

旅行速度向上 

(供用前現道→当該路線) 

    41.9   →   69.7  km/h 

(供用直前年次) H22年度      (供用後年次) R3年度 

交通事故減少 

(供用前現道→供用後現道) 

    30.8  →  11.9  件/億台キロ 

  (供用直前年次) H21～24年度  (供用後年次) R1.5～R4年度 

費用対効果

分析結果 

（当初） 

B/C  EIRR  総費用    214億円 総便益         772億円 基準年  

3.6 13.9 % 

事業費：    201億円 

維持管理費：     13億円 

更新費：      0億円 

走行時間短縮便益：   521億円 

走行経費減少便益：   177億円 

交通事故減少便益：    74億円 

H20年 

費用対効果

分析結果 

（事後） 

B/C  EIRR  総費用   8,185億円 総便益       18,012億円 基準年  

2.2 

(2.3) 

 9.0 % 

 (9.6 %) 

事業費：   7,256億円 

維持管理費：    818億円 

更新費：    111億円 

走行時間短縮便益： 14,615億円 

走行経費減少便益：  2,773億円 

交通事故減少便益：   623億円 R6年 

事業遅延による 

コスト増 

費用増加額  便益減少額  

－  億円 －  億円 

 事業遅延の理由  
道路法面を安定させるグラウンドアンカー4本破損により応急対策工事を実施したものの、法面が安定化し

なかったことから事業期間を見直した。 

道の駅

西いなば気楽里

【凡例】

鳥取西道路

自動車専用道路

直轄国道

主要地方道

一般県道

Ｎ

E9

E29
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倉
吉
市

至 岡山県

至

岩
美
町

県立中央病院

鳥取県庁

道の駅

神話の里 白うさぎ

よしおかおんせん

吉岡温泉IC
とっとりにし

鳥取西IC

とっとり

鳥取IC

みずほ ほうぎ

瑞穂宝木IC

あおや

青谷IC

はまむらしかのおんせん

浜村鹿野温泉IC

鳥
取
市
青
谷
町
青
谷

鳥取空港

鳥取砂丘

鳥取西道路（Ⅲ期）

L＝6.4km

鳥取西道路（Ⅱ期）

L＝5.9km

鳥取西道路

L＝7.0km

鳥取西道路(R元.5.12全線開通)

鳥
取
市
気
高
町
下
坂
本

鳥
取
市
松
原

鳥
取
市
本
高



交通量変動の理由  
－ 

客観的評価指標に対応する事後評価項目  

① 円滑なモビリティの確保 
・渋滞損失時間が削減した【削減時間：68.3千人・時間/年】 

② 物流効率化の支援 
・鳥取ICから境港へのアクセス性が向上した【鳥取IC～境港：134.2分⇒111.5分】 

③ 国土・地域ネットワークの構築 
・山陰道と並行する路線として位置づけられている 

④ 個性ある地域の形成 
・鳥取西道路の開通に合わせて「道の駅」西いなば気楽里が開駅した 

⑤ 安全で安心できるくらしの確保 
・三次医療施設へのアクセス性が向上した【青谷町青谷～県立中央病院：30.6分⇒29.1分】 

⑥ 災害への備え 
・鳥取県地域防災計画（令和５年度修正）で第１次緊急輸送道路に指定 

⑦ 地域環境の保全 
・CO2排出削減量が削減した【削減量：7.8千t/年、1,196.7千t/年⇒1,188.9千t/年】 

⑧ 生活環境の改善・保全 
・NOx排出量が削減した【削減量：26.7t/年、2,284.3t/年⇒2,257.6t/年】 

他2項目に該当 
その他評価すべきと判断した項目  
 特になし 

事
業
に
よ
る
環
境
変
化 

環境影響評価に対応する項目  

 環境影響評価実施要領（昭和59年閣議決定）に基づき、環境影響評価を実施。 

その他評価すべきと判断した項目  
 特になし 

事業を巡る社会経済情勢等の変化  
・鳥取市の人口は、平成17年から令和2年にかけて減少【H17：202千人→R2：188千人】 
・鳥取市の自動車保有台数は、平成17年から令和2年にかけて増加【H17：141千台→R2：149千台】 
・鳥取ICで連結する鳥取自動車道が平成25年3月に開通 
今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性  
 鳥取西道路（Ⅲ期）は事業目的に見合った事業効果の発現が確認されており､今後の事後評価の必要はないと考える｡ 
 鳥取西道路（Ⅲ期）の整備により、交通混雑の緩和、安全・安心の確保、地域観光振興など一定の効果が確認でき
ることから、改善措置の必要性はないと考える。なお、４車線整備については、今後の沿線周辺などの開発や交通
状況等を踏まえて検討する。 
 
計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性  
 同種事業の計画・調査にあたっては、沿線自治体の目指すべき姿（地域の取組）と整合させ、経済、観光等の関
係者から情報収集を行うなど道路整備による多面的な効果の把握に努める必要がある。 
 一体となって効果を発揮する道路ネットワークについてはそれらをまとめて評価することも重要と考える。また、
今後周辺道路整備が進みネットワークとしての効果も発揮することが期待されるため、引き続き社会経済指標やビ
ッグデータ等データの蓄積に努める。 
 

特記事項  
 特になし 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を社会的割引率(4%)を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 



一般国道９号 鳥取西道路

鳥取西道路（Ⅱ期）鳥取西道路（Ⅲ期）

とっとりにし

とっとりにし とっとりにし

一般国道９号 鳥取西道路

鳥取西道路（Ⅱ期）

鳥取西道路（Ⅲ期）

国土交通省 中国地方整備局

令和６年１０月

「事後評価」

とっとりにし

とっとりにし

とっとりにし



一般国道９号 鳥取西道路

鳥取西道路（Ⅱ期）鳥取西道路（Ⅲ期）

とっとりにし

とっとりにし とっとりにし

凡 例

高
規
格
道
路

今回評価路線

供用中

事業中

調査中

１．位置図

・一般国道９号は、京都府京都市から山口県下関市までを結ぶ延長約770kmの主要幹線道路である。

・鳥取西道路、鳥取西道路（Ⅱ期）、鳥取西道路（Ⅲ期）は、鳥取県東部に位置し、鳥取県鳥取市本高と鳥取市青谷町青
谷を結ぶ全延長19.3ｋｍの自動車専用道路である。

1

鳥取西道路 延長19.3km

R元.5.12全線開通

とっとりにし

青
谷
IC

鳥
取
IC

H25.12.14開通



一般国道９号 鳥取西道路

鳥取西道路（Ⅱ期）鳥取西道路（Ⅲ期）

とっとりにし

とっとりにし とっとりにし

２．事業概要及び経緯

・一般国道９号鳥取西道路は、山陰道の一部として位置づけ、現道の交通混雑の解消、緊急時の代替路線の確保、観光・
医療・物流活動の支援、広域交流の促進及び地域活性化を寄与することを目的とした延長19.3kmの道路である。

2

道の駅

西いなば気楽里
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鳥
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市
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鳥
取
市
本
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標準断面図計画概要

（１）事業概要

H25.12.14
開通

事業名 鳥取西道路（Ⅲ期） 鳥取西道路（Ⅱ期） 鳥取西道路 

起終点 
起点：鳥取県鳥取

とっとり

市
し

気高町
けたかちょう

下坂本
しもさかもと

 

終点：鳥取県鳥取
とっとり

市青谷町
あおやちょう

青谷
あ お や

 

起点：鳥取県鳥取
とっとり

市松
まつ

原
ばら

 

終点：鳥取県鳥取
とっとり

市
し

気高町
けたかちょう

下坂本
しもさかもと

 

起点：鳥取県鳥取
とっとり

市本
もと

高
だか

 

終点：鳥取県鳥取
とっとり

市松
まつ

原
ばら

 

計画延長 L=6.4km L=5.9km L=7.0km 

道路規格 第１種第２級 

設計速度 100km/h 

車線数 暫定２車線 

 

まつばら

凡 例

今回評価路線
自動車専用道路
直轄国道
主要地方道
一般県道


		事業名

		鳥取西道路（Ⅲ期）

		鳥取西道路（Ⅱ期）

		鳥取西道路



		起終点

		起点：鳥取県鳥取 (とっとり)市 (し)気高町 (けたかちょう)下坂本 (しもさかもと)

終点：鳥取県鳥取 (とっとり)市青谷町 (あおやちょう)青谷 (あおや)

		起点：鳥取県鳥取 (とっとり)市松 (まつ)原 (ばら)

終点：鳥取県鳥取 (とっとり)市 (し)気高町 (けたかちょう)下坂本 (しもさかもと)

		起点：鳥取県鳥取 (とっとり)市本 (もと)高 (だか)

終点：鳥取県鳥取 (とっとり)市松 (まつ)原 (ばら)



		計画延長

		L=6.4km

		L=5.9km

		L=7.0km



		道路規格

		第１種第２級



		設計速度

		100km/h



		車線数

		暫定２車線









一般国道９号 鳥取西道路

鳥取西道路（Ⅱ期）鳥取西道路（Ⅲ期）

とっとりにし

とっとりにし とっとりにし

２．事業概要及び経緯

・平成17年度に都市計画決定し、鳥取西道路は平成17年度に事業着手、鳥取西道路（Ⅱ期）は平成19年度に事業着手、
鳥取西道路（Ⅲ期）は平成20年度に事業着手。

・平成25年12月14日に鳥取西道路（鳥取西IC～鳥取IC）が開通し、令和元年5月12日に鳥取西道路（吉岡温泉IC～鳥
取西IC）、鳥取西道路（Ⅱ期）、鳥取西道路（Ⅲ期）が開通した。

3

整備効果資料の地図に差替え
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西いなば気楽里

Ｎ

E9

E29

E9

至

倉
吉
市

至

岩
美
町県立中央病院

鳥取県庁

道の駅

神話の里 白うさぎ

よしおかおんせん

吉岡温泉IC
とっとりにし

鳥取西IC

とっとり

鳥取IC

みずほ ほうぎ

瑞穂宝木IC

あおや

青谷IC はまむらしかのおんせん

浜村鹿野温泉IC

鳥
取
市
青
谷
町
青
谷

鳥取空港

鳥取砂丘

鳥取西道路（Ⅲ期）

L＝6.4km

鳥取西道路（Ⅱ期）

L＝5.9km

鳥取西道路

L＝7.0km

鳥取西道路(R元.5.12全線開通)

鳥
取
市
気
高
町
下
坂
本

鳥
取
市
松
原

鳥
取
市
本
高

事業名 鳥取西道路（Ⅲ期） 鳥取西道路（Ⅱ期） 鳥取西道路 

都市計画決定 平成 17 年度 

事業着手 平成 20 年度 平成 19 年度 平成 17 年度 

用地着手 平成 23 年度 平成 20 年度 平成 19 年度 

工事着手 平成 23 年度 平成 22 年度 平成 20 年度 

開通 令和元年 5 月 12 日 令和元年 5 月 12 日 

平成 25 年 12 月 14 日 
(鳥取西 IC～鳥取 IC) 
令和元年 5 月 12 日 

(吉岡温泉 IC～鳥取西 IC） 

 

計画概要

（２）事業の経緯

写
真
②

H25.12.14
開通

再評価実施

平成22年度
平成25年度
平成28年度
平成30年度

凡 例

今回評価路線
自動車専用道路
直轄国道
主要地方道
一般県道

R5.10.26撮影

E9

E29

至 岡山市

至

倉
吉
市

至

岩
美
町

E9

鳥取IC

鳥取西IC

（主）鳥取鹿野倉吉線

写真②鳥取IC付近

R5.10.26撮影

E9

E9

至 倉吉市

至 岩美町

浜村鹿野
温泉IC

瑞穂宝木IC

写真①浜村鹿野温泉IC付近

写真③ 鳥取西道路

R6.5.14撮影至 倉吉市

至 岩美町


		事業名

		鳥取西道路（Ⅲ期）

		鳥取西道路（Ⅱ期）

		鳥取西道路



		都市計画決定

		平成17年度



		事業着手

		平成20年度

		平成19年度

		平成17年度



		用地着手

		平成23年度

		平成20年度

		平成19年度



		工事着手

		平成23年度

		平成22年度

		平成20年度



		開通

		令和元年5月12日

		令和元年5月12日

		平成25年12月14日

(鳥取西IC～鳥取IC)

令和元年5月12日

(吉岡温泉IC～鳥取西IC）









一般国道９号 鳥取西道路

鳥取西道路（Ⅱ期）鳥取西道路（Ⅲ期）

とっとりにし

とっとりにし とっとりにし

３．費用対効果分析の算定基礎となった
要因の変化

4

当初・再評価
（H17新規事業化）

実績

事業延長 7.0km 7.0km

道路構造 暫定２車線 暫定２車線

総事業費 約210億円 約520億円

交通量
11,000台/日

（H11道路交通量調査に基づくR12推計）
19,400台/日

（R3全国道路・街路交通情勢調査値）

事業期間
平成17年度～平成28年度

（12年間）
平成17年度～令和元年度

（15年間）

※新規事業採択時評価または事業着手後の再評価時点の想定・予測と事後の実績を比較する。

■一般国道９号 鳥取西道路

当初・再評価
（H19新規事業化）

実績

事業延長 5.9km 5.9km

道路構造 暫定２車線 暫定２車線

総事業費 約247億円 約405億円

交通量
18,200台/日

（H11道路交通量調査に基づくR12推計）
21,200台/日

（R3全国道路・街路交通情勢調査値）

事業期間
平成19年度～平成28年度

（10年間）
平成19年度～令和元年度

（13年間）

■一般国道９号 鳥取西道路（Ⅱ期）

当初・再評価
（H20新規事業化）

実績

事業延長 6.4km 6.4km

道路構造 暫定２車線 暫定２車線

総事業費 約248億円 約415億円

交通量
25,200～25,700台/日

（H17道路交通量調査に基づくR12推計）
18,000台/日

（R3全国道路・街路交通情勢調査値）

事業期間
平成20年度～平成28年度

（9年間）
平成20年度～令和元年度

（12年間）

■一般国道９号 鳥取西道路（Ⅲ期）



一般国道９号 鳥取西道路

鳥取西道路（Ⅱ期）鳥取西道路（Ⅲ期）

とっとりにし

とっとりにし とっとりにし

131,375 141,234 142,645 146,423 149,181 

1.00

1.08 1.09
1.11 1.14

1.00
1.06 1.06 1.08 1.091.00

1.05
1.06

1.09

1.11

0.80

0.90

1.00

1.10

1.20

0

50,000

100,000

150,000

200,000

2000
(H12)

2005
(H17)

2010
(H22)

2015
(H27)

2020
(R2)

鳥取市 鳥取市

（伸び率）

鳥取県

（伸び率）

中国地方

（伸び率）

200,744 201,740 197,449 193,717 188,465 

1.00 1.00
0.98

0.96
0.940.99

0.96
0.94

0.90

0.99

0.98
0.96

0.94

0.75

0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

1.05

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

2000
(H12)

2005
(H17)

2010
(H22)

2015
(H27)

2020
(R2)

鳥取市 鳥取市

(伸び率)

鳥取県

(伸び率)

中国地方

(伸び率)

257 274 298
264 242

102 81
129

183
149

212

257
274

298
264

242

285

230

341

0

50

100

150

200

250

300

350

H11 H17 H22 H27 H30 R元 R2 R3

国道9号 鳥取西道路

（台） 伸び率

H17
事業着手

H25.12
鳥取IC-鳥取西IC間開通

R元.5
鳥取西IC-青谷IC間開通

４．社会経済情勢の変化

・鳥取西道路が位置する鳥取市の人口は減少傾向にあるが、自動車保有台数は増加傾向にある。

・鳥取西道路の開通により、国道９号や（主）鳥取鹿野倉吉線から交通が転換している。

5

■人口の推移
H17
事業着手

H25.12
鳥取IC-鳥取西IC間開通

人口（人） 伸び率

R元.5
鳥取西IC-青谷IC間開通 ■自動車の保有台数の推移

出典：国勢調査（H12～R２） 出典：一般財団法人自動車検査登録情報協会

■交通量の推移

（百台/日）

出典：全国道路・街路交通情勢調査（H11～H27、R3）
交通実態調査結果（H30、R元、R2）

断面1

275 282 306 304
238

116 90 127

90 98
100 114

108

54
41

57

215

151

215

365 380
406 418

346
385

282

399

0

100

200

300

400

500

H11 H17 H22 H27 H30 R元 R2 R3

鳥取西道路 鳥取鹿野倉吉線 国道9号

（百台/日）

出典：全国道路・街路交通情勢調査（H11～H27、R3）
交通実態調査結果（H30、R元、R2）

断面2
H17
事業着手

H25.12
鳥取IC-鳥取西IC間開通 R元.5

鳥取西IC-青谷IC間開通

交通量観測断面1

交通量観測断面2

全国道路・
街路交通情勢調査

観測地点

交通実態調査
観測地点

Ｎ

鳥取西道路 (R元.5.12全線開通)
L=19.3km

H17
事業着手

H25.12
鳥取IC-鳥取西IC間開通 R元.5

鳥取西IC-青谷IC間開通

至

倉
吉
市

至

岩
美
町

H25.12.14
開通

凡 例

今回評価路線
自動車専用道路
直轄国道
主要地方道
一般県道

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ
流行 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ

流行

よしおかおんせん

吉岡温泉IC

とっとりにし

鳥取西IC

みずほ ほうぎ

瑞穂宝木IC
あおや

青谷IC

はまむらしかのおんせん

浜村鹿野温泉IC

とっとり

鳥取IC



一般国道９号 鳥取西道路

鳥取西道路（Ⅱ期）鳥取西道路（Ⅲ期）

とっとりにし

とっとりにし とっとりにし

５．事業実施による環境の変化

・鳥取西道路の開通により県境へ向かう交通量が増加している。また、青谷IC付近に位置する青谷かみじち史跡公園の
オープン、鳥取市内に共同配送拠点の整備など、鳥取西道路周辺に観光地や物流拠点が整備されている。

6

とっとりにし

鳥取西道路

延長19.3km

青
谷
IC

鳥
取
IC

道の駅 西いなば気楽里

（R元.6.30オープン）

吉岡温泉の温泉施設 一ノ湯

（H30.4.8オープン）

凡 例

高
規
格
道
路

今回評価路線

供用中

事業中

調査中

青谷かみじち史跡公園

（R6.3.24オープン）

©鳥取県

共同配送拠点（R5.11整備）

共同配送とは：複数の会社が同じトラックで商品を配送すること

R6.8.21撮影

よしおかおんせん

吉岡温泉IC

とっとりにし

鳥取西IC

みずほ ほうぎ

瑞穂宝木IC

あおや

青谷IC

はまむらしかのおんせん

浜村鹿野温泉IC
とっとり

鳥取IC

とっとりみなみ

鳥取南IC

かわはら

河原IC

もちがせ

用瀬IC

ち づ

智頭IC

ち づみなみ

智頭南IC

113
137 146

0

50

100

150

200

H22 H27 R3

（百台/日）

鳥取IC～鳥取南IC 交通量の推移
鳥取西道路
全線開通

鳥取自動車道 全線開通
鳥取西道路

鳥取IC～鳥取西IC開通

増加

95
103

111

80

90

100

110

120

H22 H27 R3

（百台/日）

用瀬IC～智頭IC 交通量の推移

増加

鳥取西道路
全線開通

鳥取自動車道 全線開通
鳥取西道路

鳥取IC～鳥取西IC開通

出典：全国道路・街路交通情勢調査 出典：全国道路・街路交通情勢調査



一般国道９号 鳥取西道路

鳥取西道路（Ⅱ期）鳥取西道路（Ⅲ期）

とっとりにし

とっとりにし とっとりにし

６．事業効果の発現状況

整備効果①：交通の円滑化

整備効果③：観光振興の支援

≪整備効果≫

整備効果②：物流効率化の支援

7

整備効果④：災害への備え

整備効果⑥：交通安全性の向上

整備効果⑤：救急医療活動の支援



一般国道９号 鳥取西道路

鳥取西道路（Ⅱ期）鳥取西道路（Ⅲ期）

とっとりにし

とっとりにし とっとりにし

６．事業効果の発現状況
整備効果①：交通の円滑化

・国道9号と鳥取西道路の交通量は約34,100台/日で、そのうち約21,200台/日(約６割)が鳥取西道路を利用している。

・並行する国道９号の交通が鳥取西道路に転換したことにより、青谷IC～溝川交差点間で発生していた朝夕の通勤時間
帯の渋滞が解消。国道９号の速度低下が改善し、円滑なモビリティが確保されている。
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8

・国道9号と鳥取西道路の交通量は約34,100台/日で、そのうち約21,200台/日(約６割)が鳥取西道路を利用している。

・並行する国道９号の交通が鳥取西道路に転換したことにより、青谷IC～溝川交差点間で発生していた朝夕の通勤時間
帯の渋滞が解消。国道９号の速度低下が改善し、円滑なモビリティが確保されている。

国道9号の旅行速度＜朝ピーク時(７時台)＞

下り方向

上り方向
（岩美方面）

60km/h～
50
40
30
20
10
0

60km/h～
50
40
30
20
10
0

西いなば気楽里

E9

E29

E9

至

倉
吉
市

至 岡山県

至

岩
美
町

県立中央病院

鳥取県庁

神話の里 白うさぎ

よしおかおんせん

吉岡温泉IC

とっとりにし

鳥取西IC

みずほ ほうぎ

瑞穂宝木IC

あおや

青谷IC

はまむらしかのおんせん

浜村鹿野温泉IC

鳥取西道路
L=19.3km

鳥取砂丘

とっとり

鳥取IC

起
点

鳥
取
市
本
高

と
っ
と
り

も
と
だ
か

終
点

鳥
取
市
青
谷
町
青
谷

と
っ
と
り

あ
お
や
ち
ょ
う
あ
お
や

鳥取港

鳥取空港

断面交通量

や つか み

八束水交差点

はくと

白兎交差点

しもさかもと

下坂本交差点
みぞかわ

溝川交差点

R2.8
主要渋滞箇所解除

R2.8
主要渋滞箇所解除

R2.8
主要渋滞箇所解除

主要渋滞箇所

凡 例

主要渋滞箇所の解除箇所

（倉吉方面）

みなみがくま

南隈交差点

20km/h未満の
速度低下が改善

速度低下が改善速度低下が改善

速度低下が改善 速度低下が改善

凡 例

今回評価路線
自動車専用道路
直轄国道
主要地方道
一般県道

上り：最大約26km/h改善
下り：最大約28km/h改善

出典：ETC2.0プローブデータ
【全線開通前】H30.4～H31.3平日、 【全線開通後】R5.4～R6.3平日

所要時間の短縮

29分
（23.0km）

37分
（23.3km）

8分
短縮

［開通前］国道9号・53号

［開通後］鳥取西道路・県道49号・
21号・国道53号

青
谷

鳥
取
県
庁IC

断面交通量の推移

出典：【開通前】H22年度 全国道路・街路交通情勢調査
【全線開通後】ETC2.0プローブデータ R5.4～R6.3平日

＜上り方向（岩美方面）＞

＜下り方向（倉吉方面）＞

【凡例】
全線開通前 全線開通後

国道9号の
平均旅行速度

(青谷IC～鳥取県庁)

39.6

45.0 

0 10 20 30 40 50（km/h）

開通前

開通後

約 5.4 km/h向上

41.6

46.0 

0 10 20 30 40 50（km/h）

開通前

開通後

約 4.4 km/h向上

出典：ETC2.0プローブデータ
【全線開通前】H30.4～H31.3平日
【全線開通後】R5.4～R6.3平日

29,800
26,400

12,900

21,200

0

10,000

20,000

30,000

40,000

日
交
通
量
（
台

/
日
）

鳥取西道路

国道9号

出典：【開通前】平成22年度 全国道路・街路交通情勢調査
【鳥取IC～鳥取西IC開通時】平成27年度 全国道路・街路交通情勢調査
【全線開通後】令和3年度 全国道路・街路交通情勢調査

約６割が
鳥取西道路を利用

34,100

開通前 鳥取IC～
鳥取西IC開通時

全線開通後



一般国道９号 鳥取西道路

鳥取西道路（Ⅱ期）鳥取西道路（Ⅲ期）

とっとりにし

とっとりにし とっとりにし

６．事業効果の発現状況
整備効果②：物流効率化の支援

境港市

智頭町

八頭町

鳥取西道路

L=19.3km

くらよしし

さかいみなとし

や ず ちょう

ち づ ちょう

とっとりし

E73

加工場

・鳥取県東部地域の製材用素材の生産量は、鳥取西道路の全線開通前後で約3割増加している。

・また合板材は境港の加工場へ輸送されており、鳥取西道路の開通により、加工場までの所要時間の短縮、走行性の向上
など木材の輸送を支援している。

9

立地事業者の声

• 八頭町で生産している木材のほとんどは合板材として境港に運んでいます。
• 鳥取西道路の開通により、走行性が良くなったので、ドライバーの心理的負
担が軽減したほか、輸送時間が大幅に短縮しました。

（R6年8月 八頭中央森林組合ヒアリング結果）

鳥取東部地域の木材流通ルート

合板材は境港市の加工場へ

よな ご し

東部地域における製材用素材生産量

出典：鳥取県林業統計
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0

100

200

300

400

500

H24 H27 H29 R4

（100m2）

製材用素材の生産量が
鳥取西道路全線開通後に

3割増加

鳥取西道路全線開通山陰道、鳥取自動車道
鳥取西道路

鳥取IC～鳥取西IC開通



一般国道９号 鳥取西道路

鳥取西道路（Ⅱ期）鳥取西道路（Ⅲ期）

とっとりにし

とっとりにし とっとりにし

倉吉市

湯梨浜町
鳥取市

八頭町
大山町

伯耆町

江府町

南部町

岩美町

北栄町

三朝町

若桜町

米子市

日吉津村

日野町

智頭町

琴浦町

鳥取県

兵庫県岡山県

鳥
取鳥取西道路

L=19.3km
青
谷

は
わ
い

青谷・羽合道路東伯・中山道路 大
栄
東
伯

H23.2開通 H15.3開通
赤崎中山 IC

H25.12開通

淀
江
IC

名和・淀江道路

IC

IC

IC

鳥取自動車道

H25.3
全線開通

IC

大山IC

山崎IC

中山・名和
道路

H20.3
開通

H19.9
開通

E9

E73

E9

至

豊
岡
市

至

大
阪
市

至

松
江
市

と
よ
お
か

ま
つ
え

いわみちょう

わかさちょう

やずちょう

ちづちょう

とっとりし

みささちょう

くらよしし

ほくえいちょう

ことうらちょう

だいせんちょう

よなごし

なんぶちょう

ひえづそん

ゆりはまちょう

お
お
さ
か

こうふちょう

ほうきちょう

な わ よどえ

なかやまな わ

とうはくなかやま あおや はわい

よ
ど
え

あかさきなかやま

だ
い
え
い
と
う
は
く

あ
お
や

と
っ
と
り

E2Ａ

E73

E73

だいせん

やまさき

と っ と り

とっとり

ひょうご
おかやま

とっとり

E29

E9

６．事業効果の発現状況
整備効果②：物流効率化の支援

・鳥取県は肉質日本一となった鳥取和牛の生産が盛んであり、道路整備により輸送時間の短縮や輸送時の牛同士の接
触・転倒の防止による品質向上等、鳥取県産肉牛の輸送を支援している。

関西以東へ
出荷

和牛畜産地域

鳥取県プレス資料

第11回全国和牛能力共進会（H29年）
にて鳥取和牛の肉質が日本一の評価

品質日本一の鳥取和牛

牛をピックアップ
しながら輸送

放牧場

関西以東への出荷
が増加

新設牛舎
(H30.4竣工)
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鳥取県産和牛の主な輸送ルート

和牛飼育施設の声
• 和牛の飼養施設の規模拡大を行い、出荷先が県外（関西・関東）の割合が多くなった為、当牛舎にと
って、鳥取西道路の開通による所要時間の短縮は、とても助かります。 （R4年11月 和牛飼育施設ヒアリング結果）

和牛運送会社の声
• 牛はデリケートな生き物なので、急カーブや信号停止等による牛同士の接触や転倒、車酔いで肉質が落
ちることがあります。

• 出荷、メンテナンス、打ち合わせ等で、関東・関西方面にでかけることが多く、鳥取道・鳥取西道路開通
によって所要時間が短縮、運転時の精神的な負担も緩和し、品質向上、安定輸送に繋がっています。

（R4年11月 和牛運送会社ヒアリング結果）

○信号の回避による品質向上
（並行国道9号の信号箇所数：23箇所）
○所要時間短縮による鮮度保持国道9号経由

鳥取西道路経由

和牛畜産地域～関西以東への
輸送経路

共通経路

凡 例

今回評価路線
自動車専用道路
直轄国道
補助国道
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全線開通後
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急減速発生件数の変化 横揺れ発生件数の変化

約4割減少 ほぼ解消

急カーブ減少による
横揺れの減少

信号が減少したことにより、
信号停止による急減速の減少

出典：ETC2.0プローブデータ【全線開通前】H30.4～H31.3平日【全線開通後】R5.4～R6.3平日

関西以東への和牛生体出荷頭数
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346

451 472

0

100

200
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400
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H23 H30 R元 R3

（頭）
山陰道、鳥取自動車道

鳥取西道路
鳥取IC～鳥取西IC開通

鳥取西道路全線開通

約1.8倍
に増加

出典：R4年11月 和牛取扱卸売業者ヒアリング結果

※県全体の出荷頭数



一般国道９号 鳥取西道路

鳥取西道路（Ⅱ期）鳥取西道路（Ⅲ期）

とっとりにし

とっとりにし とっとりにし

山陰松島遊覧

砂の美術館

山陰海岸ジオパーク
海と大地の自然館

鳥取砂丘
こどもの国

吉岡温泉会館
一ノ湯

白兎神社

とっとり賀露
かにっこ館

浦富海岸

鳥取市
とっとりし

６．事業効果の発現状況
整備効果③：観光振興の支援

・鳥取西道路の開通後は鳥取市からはわい温泉や白壁土蔵群・赤瓦への来訪者割合が増加している。

・また鳥取西道路の開通にあわせて令和元年6月にオープンした道の駅西いなば気楽里へも関西以東からの来訪が多く、
地域間の観光支援に寄与している。

鳥取西道路周辺の主要観光施設

至

米
子
市

至 姫路市

至

豊
岡
市

凡 例

今回評価路線
自動車専用道路
直轄国道
主要地方道
一般県道

岩美町
いわみちょう

©鳥取県

道の駅 西いなば気楽里
青谷かみじち
史跡公園

道の駅
西いなば気楽里

R元.６オープン

R6.3オープン

11

観光地への来訪者の居住地

鳥取県観光戦略課の声
• 鳥取西道路の整備により、東西移動の
所要時間が短縮し、県内全域の観光
周遊がしやすくなりました。

（R6年9月 鳥取県観光戦略課ヒアリング結果）

関西以東
からの来訪

鳥取砂丘

関西以東
41%

鳥取東部
37%

島根＋鳥取中西部
14%

山陽・四国
7%

九州
1%

関西以東
鳥取東部
島根＋鳥取中西部
山陽・四国
九州

出典：「プロファイルパスポート位置情報データ」株式会社ブログウォッチャー
各エリアを含む1kmメッシュへの来訪者
2023GW・2024GW

■道の駅西いなば気楽里

関西以東からの
来訪者が多い

白壁土蔵群・赤瓦

はわい温泉

33%

34%

12%

27%

14%

11%

11%

9%

3%

9%

27%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全線
開通前

全線
開通後

近畿 鳥取市 山陽・
四国

関東 島根＋鳥取中西部
（湯梨浜町を除く）

その他地方

■はわい温泉

湯梨浜町
ゆ り はま ちょう

倉吉市
くらよしし

北栄町
ほくえいちょう

出典：「プロファイルパスポート位置情報データ」株式会社ブログウォッチャー
各エリアを含む1kmメッシュへの来訪者 【開通前】2019GW 【開通後】2023GW・2024GW

鳥取市からの
来訪増加

©鳥取県

白壁土蔵群・赤瓦

鳥取市からの
来訪者割合が増加

青
谷

IC

鳥
取

IC

鳥取西道路
L=19.3km

青谷IC

浜村鹿野温泉IC 瑞穂宝木IC
吉岡温泉IC

鳥取西IC

鳥取IC

鳥取二十世紀梨
記念館

東郷温泉

30%

27%

28%

32%

9%

9%

8%

7%

8%

9%

17%

17%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全線
開通前

全線
開通後

近畿 鳥取市 山陽・
四国

関東 島根＋鳥取中西部
（倉吉市を除く）

その他地方

■白壁土蔵群・赤瓦

鳥取市からの
来訪者割合が増加

しら かべ ど ぞう ぐん あかがわら き ら り

しら かべ ど ぞう ぐん あかがわら

き ら り



一般国道９号 鳥取西道路

鳥取西道路（Ⅱ期）鳥取西道路（Ⅲ期）

とっとりにし

とっとりにし とっとりにし

青谷
泊東郷IC 日光坂

南隈交差点
白兎

鳥取砂丘

写真

至

松
江

至

兵
庫

６．事業効果の発現状況
整備効果④：災害への備え

12

・鳥取西道路開通前は、国道９号において全面通行止めが発生した際に、約２倍の所要時間となる大幅な迂回を強いられ
ていた。

・鳥取西道路の開通後は、国道9号と鳥取西道路の同時通行止めは発生しておらず、大幅な迂回を解消し、緊急輸送ルー
トを確保するダブルネットワークも構築した。

鳥取市側

【写真】追突事故による 通行止め状況
（鳥取市気高町八束水地内 Ｈ18年11月）
青谷町側

国道９号と鳥取西道路の
同時通行止め０回

E9

E9

鳥取西道路
L=19.3km

国道9号の全面通行止め発生箇所

国道９号通行止時の迂回路の状況
(県道鳥取鹿野倉吉線 H18年11月)

最小車道部幅員５．３ｍのため
大型車の離合困難

大幅な迂回
が強いられた

国道9号の全面通行止め発生状況

凡 例

今回評価路線

直轄国道

迂回ルート

全面通行止め発生箇所

（H21～H30）
（H31～R5）

凡 例

全面通行止め（災害）発生件数

全面通行止め（災害）規制時間

全面通行止め（ 事故 ）発生件数

全面通行止め（ 事故 ）規制時間

山陰道・国道９号ともに
第１次緊急輸送道路に指定

ダブルネットワークの構築

道路利用者の声
• 鳥取西道路の開通により、災害等の
通行止め時に迂回路ができ、流通が
滞ることがなくなりました。

（R6年8月 八頭中央森林組合ヒアリング結果）

11
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全線開通

出典：鳥取河川国道事務所提供データ

［通常時］

通常時・迂回時の所要時間

※迂回路は県道以上の道路で設定

71分（53km）

［通行止め時］

出典：【開通前】平成22年度 全国道路・街路交通情勢調査
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東
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33分（26km）

2倍以上の所要時間
の迂回が発生

鳥取西道路
鳥取IC～鳥取西IC

開通



一般国道９号 鳥取西道路

鳥取西道路（Ⅱ期）鳥取西道路（Ⅲ期）

とっとりにし

とっとりにし とっとりにし

よしおかおんせん

吉岡温泉IC

とっとりにし

鳥取西IC

とっとり

鳥取IC

みずほ ほうぎ

瑞穂宝木IC
あおや

青谷IC はまむらしかのおんせん

浜村鹿野温泉IC至 米子市

至 岡山市

至 姫路市

E9

E29

青谷出張所

管内

至 豊岡市

県東部消防局
青谷出張所

48%

60%

25%

26%

23%

12%

5%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

開通前

開通後

30分以内 30～35分 35～40分 40分以上

86
105

119
99

84

137 134 141
125

182

0

50

100
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200

H24 H26 H29 R2 R5

県立中央病院(第三次救急医療施設）

第二次救急医療施設(件)

(年度)

６．事業効果の発現状況
整備効果⑤：救急医療活動の支援

・鳥取西道路開通前において、青谷出張所管内から鳥取市内の鳥取県立中央病院（第三次救急）や鳥取市立病院等（第二
次救急）までの救急搬送は、国道9号の渋滞等により30分以内に到着できたのは5割以下であった。

・鳥取西道路の開通により、県立中央病院等への搬送の約6割が30分以内になるなど、円滑な救急搬送が可能になったこと
で、患者の負担が軽減されている。

13※県東部消防局青谷出張所管内（旧青谷町）
出典：東部広域行政管理組合消防局 気高消防署データ

【写真】国道9号を走行する救急車 (Ｈ29.9鳥取市白兎ＴＮ東坑口)

対向車線にはみ出す救急車

※第二次救急医療施設・第三次救急医療施設への混雑時時間帯における搬送件数
出典：東部広域行政管理組合消防局 気高消防署データ

開通前：H24年度（65件） 開通後：R5年度（78件）

搬送時間が30分以内の場合が
約6割まで増加

▼カーラーの救命曲線

50%

30分

約30分で多量出血による
死亡率が約50%

＊発症と現場出発が同時と想定。

①心臓停止後
約 3分で50%死亡

②呼吸停止後
約10分で50%死亡

③多量出血後
約30分で50%死亡

写真

【開通前】 国道9号
（平均搬送時間 31※分）

【開通後】 鳥取西道路
（平均搬送時間 最大30※分）

※混雑時における平均搬送時間
出典：東部広域行政管理組合消防局 気高消防署データ

開通前：H24年度（65件） 開通後：R5年度（78件）

救急搬送件数 救急搬送時間の変化（青谷出張所管内⇒第二・三次救急医療施設）
概ね、毎年

200～300件の搬送

凡 例

第三次救急医療施設

第二次救急医療施設

鳥取西道路
L=19.3km

鳥取西IC～青谷ICの救急搬送ルート

県東部消防局の声
• 開通前は、通勤、帰宅時間帯の渋滞が、
救急搬送の支障となっていました。

• 鳥取西道路の開通後は、第二次・第三次
救急医療施設への搬送時間が短縮してお
り、救命率の向上や後遺症の軽減につなが
っていると思います。

（R6年8月 気高消防署青谷出張所ヒアリング結果）

凡 例

今回評価路線
自動車専用道路
直轄国道
主要地方道
一般県道



一般国道９号 鳥取西道路

鳥取西道路（Ⅱ期）鳥取西道路（Ⅲ期）

とっとりにし

とっとりにし とっとりにし

（件）
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鳥取西道路

開通後

全線開通前

開通前

鳥取IC～
鳥取西IC開通時

国道９号

全線開通後
国道９号

全線開通後
鳥取西道路

開通前
国道９号

・鳥取西道路の開通による交通の分散により、国道９号が混雑緩和し、当該区間の死傷事故件数が約８割減少している。

・また交通渋滞に起因する可能性の高い追突事故が大幅に減少し、走行安全性向上に寄与している。

14

よしおかおんせん

吉岡温泉IC

とっとりにし

鳥取西IC

とっとり

鳥取IC

みずほ ほうぎ

瑞穂宝木IC

あおや

青谷IC

はまむらしかのおんせん

浜村鹿野温泉IC 断面交通量

E9

E29鳥取西道路
L=19.3km

６．事業効果の発現状況
整備効果⑥：交通安全性の向上

事故類型別発生状況

■追突 ■正面衝突 ■右左折 ■出会い頭 ■その他車両相互 ■車両単独 ■人対車両

凡 例

今回評価路線
自動車専用道路
直轄国道
主要地方道
一般県道

出典：【開通前】イタルダデータ（H21～H24）
【鳥取IC～鳥取西IC開通時】イタルダデータ（H27～H30）
【全線開通後】イタルダデータ（R元.5.12～R4）

死傷事故発生状況
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出典：【開通前】平成22年度 全国道路・街路交通情勢調査
【開通後】令和3年度 全国道路・街路交通情勢調査

約６割が
鳥取西道路を利用34,100

開通前
国道９号

243

出典：【開通前】イタルダデータ（H21～H24）
【鳥取IC～鳥取西IC開通時】イタルダデータ（H27～H30）
【全線開通後】イタルダデータ（R元.5.12～R4）



一般国道９号 鳥取西道路

鳥取西道路（Ⅱ期）鳥取西道路（Ⅲ期）

とっとりにし

とっとりにし とっとりにし

７．今後の事業評価の必要性

今後の事後評価の必要性

改善措置の必要性

同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

・鳥取西道路、鳥取西道路（Ⅱ期）、鳥取西道路（Ⅲ期）の整備により、現道の交通混雑の解消、緊急

時の代替路線の確保、観光・医療・物流活動の支援、広域交流の促進及び地域活性化など一定の

効果が確認できることから、改善措置の必要性はないと考える。

・なお、４車線整備については、今後の沿線等の開発や交通状況等を踏まえて検討する。

・同種事業の計画・調査にあたっては、沿線自治体の目指すべき姿（地域の取組）と整合させ、経済、

観光等の関係者から情報収集を行うなど道路整備による多面的な効果の把握に努める必要がある。

・一体となって効果を発揮する道路ネットワークについてはそれらをまとめて評価することも重要と考

える。また、今後周辺道路整備が進み更なるネットワークとしての効果も発揮することが期待されるた

め、引き続き社会経済指標やビッグデータ等データの蓄積に努める。

・鳥取西道路、鳥取西道路（Ⅱ期）、鳥取西道路（Ⅲ期）は事業目的に見合った事業効果の発現が確

認されており、今後の事後評価の必要はないと考える。

15

※一定程度のネットワークが整備できた段階で、当該事業を含むこのネットワークを対象とした整備効果の確認を必要に応じて実施



一般国道９号 鳥取西道路

鳥取西道路（Ⅱ期）鳥取西道路（Ⅲ期）

とっとりにし

とっとりにし とっとりにし

《参考資料》

便益計測対象項目 内容

走行時間短縮便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行時間が短縮され
る効果を貨幣価値として算出したもの。

走行経費減少便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行条件が改善され
ることによる走行に必要な経費（燃料費、オイル費、タイ
ヤ・チューブ費、車両整備費、車両償却費）の減少効果を
対象として算出したもの。
なお、走行時間に含まれない経費を対象として算出し
ている。

交通事故減少便益 周辺道路も含め、道路整備による交通量等の変化に伴
う、交通事故による社会的損失（運転者、同乗者、歩
行者に関する人的損害額、交通事故により損壊を受け
る車両や構築物に関する物的損害額等）が減少する効
果を貨幣価値として算出したもの。

◆３便益による費用便益比

◆道路の役割

■道路の役割

①環境の改善（地球環境）［CO2排出量：約1,188.9千㌧/年（約0.8%）削減］

環境の改善（沿道環境）[NOX排出量：約2,257.6㌧/年（約1.5%削減）、SPM排出量：約117.0㌧/年（約1.5%削減）]

②緊急輸送道路ネットワークの信頼性向上
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（億円）

計画交通量※ 総事業費 総費用(C) ３便益(B) 費用対効果(B/C)

一体評価

（山陰自動車道（鳥取ＩＣ～米子ＪＣＴ））
14,300～30,300台/日 約4,224億円 8,185億円 18,012億円 2.2

鳥取西道路 14,300～30,300台/日 約520億円 821億円 1,795億円 2.2

項 目
一体評価 鳥取西道路

全体事業 全体事業

費用（C） 8,185 821

事業費 7,256 768

維持管理費 818 53

更新費 111 －

便益額（B） 18,012 1,795

走行時間短縮便益 14,615 1,432

走行経費減少便益 2,773 300

交通事故減少便益 623 63

費用便益比 2.2 2.2

（１）鳥取西道路

※基準年はR6年度

※R6年度時点におけるR22将来推計値



一般国道９号 鳥取西道路

鳥取西道路（Ⅱ期）鳥取西道路（Ⅲ期）

とっとりにし

とっとりにし とっとりにし

計画交通量※ 総事業費 総費用(C) ３便益(B) 費用対効果(B/C)

一体評価

（山陰自動車道（鳥取ＩＣ～米子ＪＣＴ））
14,300～30,300台/日 約4,224億円 8,185億円 18,012億円 2.2

鳥取西道路（Ⅱ期） 29,200台/日 約405億円 586億円 1,727億円 2.9

《参考資料》

便益計測対象項目 内容

走行時間短縮便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行時間が短縮され
る効果を貨幣価値として算出したもの。

走行経費減少便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行条件が改善され
ることによる走行に必要な経費（燃料費、オイル費、タイ
ヤ・チューブ費、車両整備費、車両償却費）の減少効果を
対象として算出したもの。
なお、走行時間に含まれない経費を対象として算出し
ている。

交通事故減少便益 周辺道路も含め、道路整備による交通量等の変化に伴
う、交通事故による社会的損失（運転者、同乗者、歩
行者に関する人的損害額、交通事故により損壊を受け
る車両や構築物に関する物的損害額等）が減少する効
果を貨幣価値として算出したもの。

◆３便益による費用便益比

◆道路の役割

■道路の役割

①環境の改善（地球環境）［CO2排出量：約1,188.9千㌧/年（約0.9%）削減］

環境の改善（沿道環境）[NOX排出量：約2,257.6㌧/年（約1.4%削減）、SPM排出量：約117.0㌧/年（約1.5%削減）]

②緊急輸送道路ネットワークの信頼性向上

17

（億円）

項 目
一体評価

鳥取西道路
（Ⅱ期）

全体事業 全体事業

費用（C） 8,185 586

事業費 7,256 546

維持管理費 818 40

更新費 111 －

便益額（B） 18,012 1,727

走行時間短縮便益 14,615 1,335

走行経費減少便益 2,773 326

交通事故減少便益 623 66

費用便益比 2.2 2.9

（２）鳥取西道路（Ⅱ期）

※基準年はR6年度

※R6年度時点におけるR22将来推計値



一般国道９号 鳥取西道路

鳥取西道路（Ⅱ期）鳥取西道路（Ⅲ期）

とっとりにし

とっとりにし とっとりにし

計画交通量※ 総事業費 総費用(C) ３便益(B) 費用対効果(B/C)

一体評価

（山陰自動車道（鳥取ＩＣ～米子ＪＣＴ））
14,300～30,300台/日 約4,224億円 8,185億円 18,012億円 2.2

鳥取西道路（Ⅲ期） 26,400～26,700台/日 約415億円 608億円 1,416億円 2.3

《参考資料》

便益計測対象項目 内容

走行時間短縮便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行時間が短縮され
る効果を貨幣価値として算出したもの。

走行経費減少便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行条件が改善され
ることによる走行に必要な経費（燃料費、オイル費、タイ
ヤ・チューブ費、車両整備費、車両償却費）の減少効果を
対象として算出したもの。
なお、走行時間に含まれない経費を対象として算出し
ている。

交通事故減少便益 周辺道路も含め、道路整備による交通量等の変化に伴
う、交通事故による社会的損失（運転者、同乗者、歩
行者に関する人的損害額、交通事故により損壊を受け
る車両や構築物に関する物的損害額等）が減少する効
果を貨幣価値として算出したもの。

◆３便益による費用便益比

◆道路の役割

■道路の役割

①環境の改善（地球環境）［CO2排出量：約1,188.9千㌧/年（約0.7%）削減］

環境の改善（沿道環境）[NOX排出量：約2,257.6㌧/年（約1.2%削減）、SPM排出量：約117.0㌧/年（約1.2%削減）]

②緊急輸送道路ネットワークの信頼性向上
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（億円）

項 目
一体評価

鳥取西道路
（Ⅲ期）

全体事業 全体事業

費用（C） 8,185 608

事業費 7,256 555

維持管理費 818 53

更新費 111 －

便益額（B） 18,012 1,416

走行時間短縮便益 14,615 1,107

走行経費減少便益 2,773 256

交通事故減少便益 623 53

費用便益比 2.2 2.3

（３）鳥取西道路（Ⅲ期）

※基準年はR6年度

※R6年度時点におけるR22将来推計値



一般国道９号 鳥取西道路

鳥取西道路（Ⅱ期）鳥取西道路（Ⅲ期）

とっとりにし

とっとりにし とっとりにし

山陰自動車道（鳥取IC～米子JCT）延長 79.8km

開通済区間
L=5.4km
米子道路

(淀江～米子東)

開通済区間
L=12.1km
名和・淀江道路

開通済区間
L=4.3km

中山・名和道路

開通済区間
L=12.0km
東伯・中山道路

事業中
L=13.5km
北条道路

開通済区間
L=13.2km
青谷・羽合道路

開通済区間
L=6.4km
鳥取西道路
(Ⅲ期)

開通済区間
L=5.9km
鳥取西道路
(Ⅱ期)

開通済区間
L=7.0km
鳥取西道路

B/C EIRR

一体評価区間
(事業全体) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2.2 9.0%

○印は「事業を実施する場合」と「事業を実施しない場合」の比較対象
※1：一体評価B/C等の算定にあたり、供用区間・事業中区間・調査中区間（計画段階評価、都市計画決定が完了している区間）は将来ネットワークに含む
※2：基準年をR6として計算

【凡例】
開通済区間
事業中区間

《参考資料》
（４） 広域ネットワークでの費用便益分析 ＜山陰自動車道（鳥取ＩＣ～米子ＪＣＴ）＞
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